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平成 23 年度 第 13 回税制調査会後の記者会見録 

日 時：平成 23 年 10 月 28 日（金）18 時 46 分～ 

場 所：中央合同庁舎第４号館 11Ｆ 共用第１特別会議室 

 

○記者 

 本日で各省からのヒアリングも終わりました。今後はどのような手順を経ることに

なりますでしょうか。 

○五十嵐財務副大臣 

 最後に申し上げましたけれども、11 月１日に企画委員会と本体会合を開いて、今後

の進め方について協議をいたします。それまでの間は事務的なヒアリングを続ける。

今日までに一応、１ラウンドの主張を述べ合ったという形になっていますので、まず

はそれを更に事務的に詰めていくということです。そして、11 月中旬から政務の折衝

に入っていくということになると思います。それでいいかどうかも含めて、今後の進

め方について来週協議をする。特に大玉をどうするかみたいな話にはなるかもしれま

せん。 

○記者 

 税制改正大綱のとりまとめ時期ですが、ある程度、何か見えるものはありますでし

ょうか。 

○五十嵐財務副大臣 

 ですから、この次の、来週の今後の進め方を見ていかないと、まだ終着点は見えて

こない、まだ日が高いと思います。 

○記者 

 今日は、経産省から出されている自動車車体課税の件ではかなりの議論がありまし

たけれども、主にペイ・アズ・ユー・ゴーを重視すべきだという観点と、一方で経済

成長の観点も重視すべきだという、この２つの考え方の対立であったように思います。 

 今後の考え方といいますか、調整をしていく上での基本的な考え方のところについ

て改めて確認なんですけれども、どちらの考え方に立って判断していくべきなのか。

やはりペイ・アズ・ユー・ゴーというものはきちんと重視していくべきなのかという

ことについて、改めて基本的な部分の考え方をお聞かせください。 

○五十嵐財務副大臣 

 財政が極めて厳しい中で、ペイ・アズ・ユー・ゴー原則は閣議決定された方針でご

ざいますので、これは閣議決定に反するわけにはいかないというのは私どもといいま

すか、政府全体の立場だと思います。その中でいろいろな御意見が、要求が出てくる

ということはあるわけですが、それを無視していいのだということにはならないと思

います。 

○記者 
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 これも 11 月１日の企画委員会の中身になるかと思いますが、省庁からのヒアリング

を一通り終えられて、議論が白熱したものもありましたが、これは大玉であり、少な

くとも、この税調の本体会合の場で議論が必要だなと、今、お感じになっているもの

がもし挙げられましたら、幾つか教えてください。 

○五十嵐財務副大臣 

 例えば、大きな議論になったところです。例えば、今日の車体課税については 11 人

の委員が発言されました。かなり白熱した議論になりましたけれども、これは当然、

今後とも引き続いて議論になるだろうと思いますし、そのほかにも、例えば外務省の

国際貢献税についても、すぐに具体的な中身になってはいないんですが、６人の委員

が発言されましたので、これもそのまま素通りするわけにはいかないだろうというよ

うなことですし、国土交通省についても、かなり激しい多くのやりとりがありました。

ですので、そうしたものについては、やはり引き続いて検討していくということにな

るだろうと思います。そのほかにも、前税調からの引き続いての宿題の問題も多くご

ざいますし、また、今回問題になっている点もほかにもあると思いますので、これか

らのことですけれども、企画委員会で調整をしながら議論の仕方を進めていくという

ことになると思います。 

○記者 

 国際連帯税なんですけれども、外務省の方が持ち帰って御検討して後日報告すると

いうようなやりとりがあったんですが、これは何を検討されてこられるということか

というところと、あと、後日というのはどれぐらいのスパンと見ておられますでしょ

うか。 

○五十嵐財務副大臣 

 収集している資料があるだろうという指摘があって、そういう検討をしてきている

ので、出せるものは出しますという御回答だったと思います。それはこれから査定官

庁と、それから、要求官庁との間でも当然やりとりがあると思いますし、この税調の

場での御披露もあり得るとは思います。  

 

[閉会] 


